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避難退域時検査場所候補地選定の考え方

◆左図のとおり泊発電所を中心とした半径30km圏か
らの出口となる主要道路沿いの地点、６カ所近傍で
検討する必要がある

○道の駅や町村立公園など、一定規模の駐車スペー
スや敷地面積を有する公共施設を中心に各ルートご
とに複数箇所を候補地とする

路線名 避難路となる町村名

１ 国道５号
泊村・神恵内村・積丹町・

古平町・余市町

２ 国道393号 仁木町・赤井川村

３ 国道276号 倶知安町・岩内町

４ 道道66号 共和町・ニセコ町

５ 国道５号 蘭越町

６ 国道229号 寿都町

参考６



指定箇所検査→確認検査

車両①

指定箇所検査→確認検査

人① ＊

＊ 代表者OIL4超
全員ｹﾞｰﾄ型ﾓﾆﾀｰで検査

○受付（情報提供）
※避難退域時検査【済】証の
交付

（車両・人・携行物品）
○待機（休憩）スペース
○トイレ・軽食
○情報提供スペース（TVなど）
○救護所の開設（安定ヨウ素剤
の配布）

避難退域時検査・除染フロー（イメージ）

車両用ゲート型モニター

バス用 一般車用

受付・待機場所

OIL4以下
(車両・人・
携行物品)

車両除染作業

OIL4超

確認検査
車両② 汚染車両保管ｽﾍﾟｰｽ

GMｻｰﾍﾞｲ

人除染作業
（ふきとり・着替え）

確認検査
人②

指定箇所検査→確認検査

携行物品

汚染携行物
品保管ｽﾍﾟｰｽ

繰り返し

（携行物品預かり）

OIL4以下
※避難用車両

として使用

○受付（情報提供）※避難退域時検査【済】証の提示 ○救護所の開設 など

一時滞在場所

＜避難退域時検査の場所＞ ３０ｋｍ圏の境界周辺の避難経路に面する場所等

GMｻｰﾍﾞｲ
（汚染箇所特定） GMｻｰﾍﾞｲ OIL4超

OIL4以下
(人・携行物品)

OIL4以下 ※避難用車両として使用

GMｻｰﾍﾞｲ

GMｻｰﾍﾞｲ
（汚染箇所特定）

OIL4以下
（人）

OIL4超

OIL4以下(携行物品返却)

汚染車両（OIL4超）は使用不可のため、代替バスによるピストン搬送

屋
外

屋
内

代表者

OIL4超

参考７

・指定箇所検査 ～ ６，０００ｃｐｍを基準とした簡易検査
・確認検査 ～ 指定箇所検査で基準を超えた場合に行う

検査。OIL４を超えた場合は除染を行う。

除染でOIL4以
下とならない
ものを含む

※OIL4を超え

て者は医療
機関へ搬送



発電所

PAZ
　（予防的防護措置） 対象者

・ 一般救護 実施機関

医療機関受診

・汚染検査（簡易除染） 実施内容

UPZ ・安定ヨウ素剤服用

　（緊急時防護措置） （必要に応じて）

・一般救護

＜福島の場合＞

※どこで、どのような方法、内容で実施すべきか？

○詳細スクリーニング　←　再度実施するのか？ H23.6 から県民健康調査開始

○問診（健康状態の確認、汚染の推定、線量把握）　

（必要に応じて）

又は

・被ばく線量評価と

　必要な処置

鼻スメア

甲状腺ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

WBC

被ばく線量評価

（長期間に渡る被ばく線量の管理）

被ばく評価

（外部、内部、甲状腺）
→被ばく線量に応じた健康管理

（フォローアップ）

相談窓口
の 開 設 電話問い合わせ

保健所

 緊急被ばく医療活動フロー(たたき台)

・（必要に応じて）

UPZ全住民(PAZを含む)
（放射性物質の拡散状況による）

避難所（ホテル・旅館）

30km 5km

一時滞在場所

二次被ばく医療機関

中長期対策

※事故後の健康調査【検討項目】

緊急事態応急対策

避難退域時検査場所

（30km境界付近）

二次被ばく医療機関 三次被ばく医療機関

北海道電力（株）
泊発電所

緊急医療施設

初期被ばく医療機関

事業者の後方支援拠点
（福島の場合、Ｊヴィレッジ）

事業者搬送

（被ばくあり）

（必要に応じて）

・除染後もOIL4を超えた者

・顔（鼻、口）に汚染が

確認された者 など

（検査済証交付）

必要に

応じて

参考８

※様式の見直しも必要

○ 被災地住民登録票

○ ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ記録測定

※円滑な避難行動のため


